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う。しかし主人公の主観に映じているとして描写されるイメージは、当初作者自身の   
































いて、この場の情景を報告しているのは主人公のヴュルターである。だがここで読者   































えていない、と指摘する。   
第二版の時点でのこのような作者ゲーテの取るヴュルターの感傷主義への＜相対化  
＞は、たとえば同時期に書かれた戯曲『感傷主義の勝利』において、主人公の王子が   
































れているのではないだろうか？   
現実を詩に変えるには現実を相対化しなければならない。作者によって造形された  
登場人物が一人称の形式を借りて別の登場人物のことを語るとき、読者にはその語ら  
れている登場人物が「現前」する。ここにこの小説の読者が「詩を現実に変える」よ   
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うに仕向けられる原因がある。ロッテを同時代の感傷主義の代表的女性像とみなすこ  
と、さらには彼女のうちに純潔を見、さらにその裏にコケットリーを見るのも、結局  
































こか意地悪く聞こえるのは、彼が相手にしているのがこの「感傷性」にしろ「生活者   














1．2．精神分析的立場   
ここ二十年ほどの『ヴェルター』研究においては、精神分析の観点から、主人公ヴュ  


















とは自伝的、社会的現実ではなく、心理的な現実であり、その現実は語りを通じて現   
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れてくるのであり、その道ではない。逆に自叙伝が文学形式として成立するのは、こ  
の心理的な現実を基盤に据えてのことなのである。   
マイヤー＝カルクスの論を追おう。   































悪いものも含めたすべての心の動きSeelensbewegungであったのに対しヴュルター   































来事との距離の取り方を問題にする。   
タンティーロは「詩を現実に変える」読者へのゲーテの不満と、同じ『詩と真実』   

































ているのだが、ここでは伏せておく。ロッテの評価に賛同するものなら、この箇所を   
34  武井  
読めば心に浮かぶはずだ。」との註が付いていることを取り上げ、一方で理性的な批  









2．2．身体的演劇的アプローチの可能性   
タンティーロはテクストに関与する要素としての作者と一人称の語り手を措定し、  
その相互の距離を浮かび上がらせたが、これはさらに次のように展開できる論である  








環であるということもできよう。   
さらに次のようなこともいえるだろう。  
『ヴュルター』の物語を構成する要素として、「編集者」のヴイルヘルムはコロス、  
一人称の語り手のヴュルターがプロタゴニスト ロツテがアンタゴニストである。ア  
ルベルトやロッテの父親、ロッテの兄弟の子供たち、伯爵、大便、ヴュルターの下男  
等の脇役が特定の場面に登場し、さらにその周辺に村人がいる。そしてこれらの登場  
人物相互の間にはそれぞれの場面ごとに距離が設定されている。   
このような特徴を総括して言うと、これは作者ゲーテが自ら創作し、演出してい 
演劇であるということができるのではないだろうか？また一人称の語り手ヴュルター  
はゲーテ自らが演じる役柄であると考えることができないだろうか。   
また最初にヴイルヘルムが読者に向かって呼びかける「哀れなヴュルターの身の上  
について」で始まる序文も、その文体は散文としては感傷主義的であるが、これを劇  
における前口上のようなものとして考えると効果的な文体というべきだろう。   





2．2．1．自然のなかでの身体の演劇性   
第1巻5月10日の条は、町の喧騒を離れて自然との一体感を満喫するヴュルター  
の告白として名高いのだが、ここでも彼の身体が強く意識されていることは見逃すわ  

























その向こうには破滅が待っている。こんな輝かしい現象の前では、ぼくは打ち   
3（） 武井  
負かされるほかはない。19   
ヴュルターがどこにいるかが極めて明瞭に述べられている。   
まずヴェルターは「この世」に存在していて、その中のある「美しい谷」の中にい  
て、さらにその中の森の中にいて、さらにその中の奥まった小さく開けた空間（「聖所」）  








持ったもののひとつなのである。   
だからこの場面における自然の中のヴュルターというモティーフを、自我と自然と  
いう二元論でのみ把捉することでは不十分である。そこには身体の存在が介在しなけ  















う。   
中央にロッテが居てその周囲にロッテからパン  
を受け取ろうとして子供たちが集まっているとい   


































が付いていた。   






























いくまで、ぼおっとしていた。   
きわめて簡潔に適格に指示されたト書き：「一人一人にみな優しい顔を向け」「まだ  
パンが切られているうちに小さな手を高く差し出す」「勢いよくどこかへ走っていく」  
「落ち着いた態度で門のところへ歩いて行く」、舞台を進行させる台詞：「ありがとう」   






























ず鼻水で濡れている唇に心からキスしてしまった。   
この箇所で方向をずらされた身体接触への欲求は、この直後の舞踏会の場面で、ヴェ  
ルターがロッテのパートナーとして踊ることで果たされることになるわけである。   
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ズム」と呼ぶことはいうまでもなかろう）がある。   
ロッテとの身体の距離のほか、ヴェルター自身の身体の位置、とりわけ自然の中の  
身体というモティーフも重要な機能を与えられているということに注目すべきであろ  
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